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▼ バックナンバーや
目次が確認できます！

その他、実務をフォローする裁判例・連載記事が充実！

主な収録内容

● 離婚時の財産分与におけるデジタル財産の把握・調査及び法的対応等
片山智晶 ( 弁護士 )・土屋智恵子 ( 弁護士 )

● 相続時におけるデジタル遺品の調査と法的対応
伊勢田篤史 ( 弁護士・公認会計士 )

● 財産分与・遺産分割において取得したデジタル財産に対する強制執行について
吉川健治 ( 東京地方裁判所民事第 21部 ( 民事執行センター) 判事 )

● デジタル財産の税務
戸村涼子 ( 税理士 )

2025年

特   集

論　説
◆ 共同親権・親子交流をめぐる海外の動向と日本法への示唆
―改正家族法の施行に向けて―　　　　　　　　　
棚村政行 ( 早稲田大学名誉教授 )

デジタル財産をめぐる
離婚・相続時の調査と法的対応

◆ 氏名の振り仮名の法制化に係る改正戸籍法の施行について
～戸籍法施行規則及び関係通達の概要と実務上の留意点～
櫻庭倫 ( 法務省民事局民事第一課長 )・国分貴之 ( 法務省民事局参事官 )

解　説

デジタル財産をめぐる
最新の動向や、関心の高い
トピックスについて、

※詳細は本誌にて
ご案内しております。

雑誌「家庭の法と裁判」はこの度、創刊から１０周年を迎えました！
これからもご愛顧のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

おかげさまで

10周年！

※執筆者の肩書は本稿執筆当時のもの。

伊勢田篤史先生から
動画でご紹介いただきます。

※執筆者の肩書は本稿執筆当時のもの。

特別付録動画


